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平成 20 年度練馬区消防団運営委員会（第２回） 
要点記録 

１ 日 時 
平成 21 年２月 10 日（火）午後２時～３時 
 

２ 会 場 
 練馬区役所防災センター 
 
３ 議事内容 
(1) 開会 

 危機管理室長 [新任委員紹介など] 
本日は諮問「地域防災力向上のために都民に対して行う防火

防災指導の推進策はいかにあるべきか」についてのまとめの審

議である。 
(2) 委員長挨拶 

 委員長 お忙しいところありがとうございます。 
年明けに各消防団の始式を拝見し、心強く思っている。昨年

は練馬消防団の東京都操法大会準優勝、光が丘消防団の定数

100%充足、石神井消防団の消防総監賞などの実績があり、う

れしく思っている。本日はまとめの審議ということなのでよろ

しくお願いする。 
(3) 議事 

  ① 諮問に対する答申（案）［資料１］ 

 練馬消防署警防課長 
 
委員長 

［資料１］読み上げ 
 
ご意見がないようなので、本日の答申案をもって都知事に答

申することとする。 
以上で議事を終了する。 

 

(4) 報 告 

  ① 練馬区の災害・救急状況［資料２］ 

 練馬消防署警防課長 ［資料２］を読み上げ 

 

 ② 練馬区防火防災のつどい［資料３］ 

 安全・安心担当課長 ［資料３］について説明 
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 ③ 住宅用火災警報器の共同購入事業［資料４］ 

 安全・安心担当課長 
 
委員 
 
安全・安心担当課長 
 
 
委員 
 
練馬消防署長 
 
安全・安心担当課長 

［資料４］について説明 

 

協定業者に町の電気屋さんは入っていないのか。 
 
まずは防災設備業者と協定して始めた。今後、電気設備業とも

協定を図り、住宅用火災警報器の普及に努めていきたい。 
 
煙式、熱式という種類のほか、併用式があると聞いたが何か。 
 
火災警報とガス漏れ警報の複合型というものがある。 
 
今後も新製品について調査し、可能であれば共同購入に追加し

ていきたい。 
  ④ その他 

 （なし）  

(5) その他 

 （なし）  

(6) 閉会 

 練馬消防団長 
 
 
 
 
 
 
 
危機管理室長 

[３消防団長を代表して挨拶。] 
日頃消防団に対するご理解・ご指導に深く感謝申し上げる。

おかげさまで答申をまとめることができた。昨今は、社会経済

状況が混沌とし、事件・事故が多発している。皆様方には家の

回りを整理整頓していただくことが、放火予防になるのでぜひ

地元でのご指導をお願いしたい。 
本日はありがとうございました。 

 
以上で今年度の運営委員会を終了する。 

 
 


